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（8）目標
の達成度

1

①

②

①

②

会議や諸行事（進路講演会、芸術教室など）の実施を通して高校と附属中
学校間の職員の連携を密にする。また、中高合同教務会議を開催し、早め
の計画と連絡調整を行い、中高それぞれの教育活動が円滑に運営されるよ
うに努める。
高校教員による附属中への授業を継続して行う。

①

②

職員会議、進路講演会、芸術教室を合同で実施した。さらに中高教務部の
連携を密にすることで、学校運営に必要な情報を共有できた。
高校教員による附属中への授業を継続して実施した。英語・数学の先取り
学習、社会の授業で身に付けた学力を伸長させ、進路実績向上に貢献し
た。 Ｂ

・

・

①

②

中高合同職員会議は継続し、学校行事の検討や新学習指導要領の
研究に努め、併設型中高一貫教育の充実と新教育課程における評
価規準について各教科の共通理解を図る。
高校教員による附属中への授業を継続して実施するとともに、英
語・数学ばかりでなく、理科・社会の先取り学習を検討する。そ
のうえで、附属中学生が多くを占めるＧＳコースにおける課題解
決学習を充実させ、総合・学校推薦入試における難関大学合格者
増を図る。

2

①

②

①

②

校内研究授業・互見授業等を通して指導法の研究を行い、個々の授業改善
を図る。学年と教科の連携により家庭学習のための課題の量を掌握し、質
を高める。また、苦手科目克服のため「学び直し」ができるように講習等
を実施し、幅広い学力層に対応した指導を行う。

生徒に配布されているタブレットを活用した学習を実践する。

①

②

校内研究授業・互見授業等を通して授業改善と指導力向上に努めた。学年
と教科が連携し、家庭学習のための課題を調整し、自学の習慣化に努め
た。

タブレットを活用した学習、Google Classroomを利用した課題の配布など
を行った。 Ｂ

・ ①

②

朝自習の時間がなくなり、家庭学習の時間が減少しているが、家
庭学習の時間が確保できるように課題を調整していく。また、併
設型中高一貫教育の充実に向けて、カリキュラムマネジメントの
見直しを図る。

ＩＣＴ関連の教員研修を推進し、教員の資質向上に努める。

3

①
②

①

②

「規律ある進学校」の実現のため、全ての分掌・学年、関係機関と連携し
た指導に努める。

不登校傾向や発達障害等の症状を持つ生徒への対応をするため教育相談委
員会やスクールカウンセラー、拡大生徒生徒指導会議を活用し、積極的な
情報共有に努める。

①

②

生徒指導を効果的に推進していくため、中高、学年の枠を超えて、全ての
生徒に対して、適宜必要な生徒指導を実践している。

学校生活アンケートだけでなく日常のなかからでも、生徒の観察を行い、
相談しやすい環境づくりやいじめの未然防止の取組を実施した。教育相談
委員会を定期的に実施し、情報共有に努めた。

Ｂ

・ ①

②

来年度から新制服となり、中高ともに生徒会を中心に校則につい
て検討していく。生徒が参画して校則を決めていくことで適切に
運用できるようにしていく。
学校生活アンケート、教員相談委員会等は継続的に実施してい
く。

4

①

②

①

②

ＳＳＨ事業で培われた探究活動のノウハウを１、２学年のＧＳコースで受
け継ぎ発展させる。また、普通コースにおいても総合的な探究の時間にお
ける探究活動を推進する。探究活動は全生徒が取り組む「あおもり創造
学」の活動を中心とする。
県の事業を活用し、大学体験研修やＳＴＥＡＭ型探究活動の行い理数教育
の充実をめざす。

①

②

１学年ＧＳコースは、大学・企業から講師を招き基礎的探究力・表現力を
高めた。２学年のグループによる課題研究はその成果を校内や大学等で発
表した。普通コースにおいても年度当初の計画どおりに実施することがで
きた。「あおもり創造学」は１学年全生徒が取り組んだ。
STEAM教育については、東京大学生産研究所の教授を講師として教員研修を
実施することができた。国際交流活動を通した英語コミュニケーションの
実践力の向上に取り組み、継続的に活動ができるように台湾台北市立大理
高級中学校とＭＯＵ協定を締結した。

Ａ

・

　

①

②

ＧＳコースについては、引き続き各分掌・学年・教科などの担当
者と連絡を密にして運営する。特に、２学年ＧＳコースの「総合
的な探究の時間」について、課題研究型とテーマ追究型を適切に
運営する。
附属中学校との協働学習や課題研究発表会、国際交流については
継続的に実施していく。

5

①
②

③

①

②

教職員の服務規律の確保の徹底について、県教育委員会からの通知や研修
資料等をもとに全職員で定期的に確認する。
ワークライフバランスを確保できるよう、業務の効率化を図り、心身の健
康を保持する。管理職が率先して休暇を取得し、定時退勤を心がけるな
ど、休暇を取りやすい環境づくりをめざす。

①

②

県教育委員会から発表される県内での懲戒処分等について、管理職から職
員朝会や職員会議等で情報共有し、非違行為の未然防止を行った。
定期的な学年・分掌会議以外の場でも生徒についての情報交換や学校課題
について話し合う場面が見られるようになった。

Ｂ

①
②
③

定期的に服務規律の確認を行っていく。
学校行事や各分掌の業務内容を精査し、業務の効率化を図る。
教職員の家庭における行事がある際は、積極的に休暇を取得する
よう促す。業務に余裕ができたら休暇を取りやすい環境づくりの
ため、管理職が率先して休暇を取得する。

（11）総括
今年度の目標は概ね達成されたといえるが、引き続き学校の活動内容の情報発信など積極的な取り組みが必要とされている。保護者や地域の方々の評価・意見をに受けとめ、学校が抱える課題を１つ１つ解決するよ
う取り組みを継続したい。

普通コース及びＧＳコースそれぞれの特色
を活かした探究型学習の充実と発展
外部専門機関と連携した理数教育及び語学
教育の一層の充実

ＧＳＣの活動はさまざまなものに取り組んでおり、素晴
らしいと感じた。大学訪問で卒業生との交流もあり、次
につながる活動であると思う。

教育公務員としての服務規律の確保
多忙化解消によるワークライフバランスの
確保
教育効果を最大限に引き出すために必要と
される職場内での心理的安全性の確保

高校と附属中学校間、学年や分掌及び教科
間の連携と協力の強化
中高６年間を見通した教育計画及び教育活
動の充実・発展

高校総体で女子弓道部、ハンドボール部が優勝してい
る。素晴らしい活躍で友情杯にもつながったのではない
かと感じた。
附属中学校の生徒と高校入学からの生徒の学力差はどの
くらいになるのか。推薦で入学してきた生徒は、メンタ
ルの部分で力の出せない生徒が多い印象がある。

「授業第一主義」と家庭学習を促進する指
導の工夫改善
ＩＣＴを活用した授業改善を通して新しい
時代に求められる資質能力の育成

家庭学習時間も年々下がってきてはいるが、学年が上が
るとともに学習時間が増えているのではないか。

きめ細やかな生徒指導の実践
特別な配慮に必要な生徒への教育相談委員
会等による支援体制の活用

保護者アンケートにおいて校則が適切に運用できている
かの項目が大きくポイントを下げている理由を確認した
い。

（4）結果の公表
　本校の学校評価は、職員・生徒・保護者・学校評議員を対象に年１回「学校評価アンケート」を実施し、評議員会で評価結果を説明している。また、本校ホーム
ページにおいても公開している。

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価
（10）次年度への課題と改善策

（5）評価項目 （6）具体的方策 （7）具体的方策による目標の達成状況 （9）－ア　学校関係者からの意見・要望・評価等

（3）重点目標

併設型中高一貫教育校の特色を活かす系統的な教育活動の展開 （9）-イ　学校関係者評価委員会の構成
良質な授業の展開と生徒の適性に応じた進路実現 地域の多彩な有識者で構成される学校評議員会を学校関係者評価委員会と

して位置づけている。
学校評議員５名（地域企業代表１名、大学関係者１名、保護者代表１名、
後援会代表１名、学校協力者１名）

多様な生徒への対応

理数教育及び語学教育の充実と探究型学習の推進

快適な職場環境を醸成

（2）現状と課題

　本校は、各方面で活躍する多くの人材を輩出している令和８年に創立１００年を迎える伝統校である。県内唯一の県立併設型中高一貫校として、また、本県の重点校
として、大学進学や部活動などの実績に地域から期待が高い。しかし、少子化の進展よる地域の子どもの減少や鉄道の沿線沿いでないという立地条件等から、入学志願
者の減少が続いている。今後、併設型中高一貫校の特色を活かしながら、志の高い入学志願者を増やし、大学進学指導の重点校として地域の期待に応える教育活動が求
められている。

自己評価実施日 令和８年２月１６日（月）

学校関係者評価実施日 令和８年２月１７日（火）

（様式１）

令和７年度　学校評価結果報告書(高等学校用）
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（1）学校教育目標

　「学業の練磨」・「人格の陶冶」・「体力の養成」の校訓のもと、真理と学問を尊重し、心身ともに健康で、国際社会の進展に寄与すべき、積極有為な人材を育
成することを教育目標とする。本目標を達成するため、能力と個性に応じた教育活動を通して、「知性の深化」・「徳性の涵養」・「個性の確立」・「自律心の養
成」・「心身の鍛錬」の実現に力点を置く。また、校是は「規律ある進学校」・「文武両道」である。

学 校 名 青森県立三本木高等学校

本校  ・  校舎  ・  分校


